
な
ど
に
汚
染
さ
れ
た
事
故
米

問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
か

ら
「
流
通
関
係
者
や
消
寅
者

が
原
料
米
の
産
地
な
ど
に
関

し
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
」

（
県
球
磨
地
域
振
興
局
）
・

焼
酎
の
消
費
も
伸
び
悩
ん
で

い
る
な
か
、
県
な
ど
は
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
を
中
心
に
し
た
地
元

産
米
の
利
用
を
Ｐ
Ｒ
に
活
用

し
よ
う
と
今
回
の
補
助
制
度

を
企
画
。
県
は
昨
年
６
月
補

正
予
算
で
１
８
７
５
万
円
を

計
上
し
た
。

県
の
補
助
は
球
磨
地
方
６

市
町
村
の
コ
メ
生
産
者
が
蔵

元
に
販
売
す
る
場
合
、
国
に

の
出
資
を
検
討
し
て
い
る
と

し
た
。
西
部
ガ
ス
は
２
億
～

３
億
円
、
九
州
旅
客
鉄
道
（
Ｊ

Ｒ
九
州
）
は
１
徳
円
程
度
と

み
ら
れ
、
経
済
界
全
体
で
は

最
大
で
７
億
～
８
億
円
程
度

に
な
る
見
通
し
。

営
業
面
の
協
力
で
は
共
同

の
広
告
、
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
、

人
材
派
遮
な
ど
も
検
討
す

Ｆ
ス
策

…
洲
澱
Ｈ
Ｄ
Ｉ
ｌ

巨
拡
面
：

闇
八
側
福
岡
錘

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
（
Ｈ
Ｔ

新
鮮
蕊
雛
牽
滞
継

瞬
噸
》
搬
流
灘
鰯
韻
鳴

債
．
一
来
週
に
も
支
霞
企
龍
侯
浦
，

月ｅ巳（水曜日）三○１○迄Ｅ(平成22年）

Ｖ
Ｂ
ア
ジ
ア
展
開

福
岡
県
が
支
援

至
篭
皇
糠

福
岡
県
は
地
場
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
の
ア
ジ
ア
展
開
に
向

け
た
支
塞
と
強
化
す
る
。
県

熊
本
県
特
産
の
コ
メ
焼
酎
「
球
磨
焼
酎
」

の
蔵
元
が
地
元
産
米
の
利
用
を
増
や
す
。
２

０
０
９
年
産
か
ら
熊
本
県
が
蔵
元
に
地
元
産

の
加
工
用
米
を
販
売
す
る
コ
メ
生
産
者
へ
の

補
助
を
始
め
た
結
果
、
蔵
元
へ
の
供
給
量
は

肥
年
産
比
で
倍
増
の
３
２
０
才
に
増
え
た
。

県
は
蔵
元
や
地
元
市
町
村
と
協
力
し
て
地
元

産
米
を
使
っ
た
製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
、
事
故
米
問
題
で
落
ち
込
ん
だ
消
費
を
回

復
す
る
起
爆
剤
に
し
た
い
考
え
。

球磨焼酎の販売数麗
（球磨焼酎酒造組合まとめ）
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●
●
●
●

２
２
２
２
１
１

ブ
ラ
ン
ド
化
で

Ⅱ
消
費
テ
コ
入
れ

球
磨
焼
酎
、
地
元
米
調
達
２
倍

Ｈ
Ｉ
Ｓ
に
提
案
、
来
週
に
も
．

福
岡
経
済
界
数
億
円
の
出
資
検
討

鹿
児
島
県
来
年
度

プ
ラ
ス
Ｍ
％
成
長

民
間
予
測

鹿
児
島
銀
行
系
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
、
鹿
児
島
地
域
経
済

研
究
所
（
鹿
児
島
市
）
は
こ

の
ほ
ど
、
２
０
１
０
年
度
の

鹿
児
島
県
の
実
質
経
済
成
長

率
が
プ
ラ
ス
０
．
４
％
と
３

年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
成
長
に
な

る
見
通
し
だ
と
発
表
し
た
。

ｕ
年
の
九
州
鍾
羅
鹿
児

島
ル
ー
ト
全
線
開
業
を
控
え

整
え
る
狙
い
だ
。
・

松
尾
会
長
は
「
１
月
末
の

Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
役
員
会
に
間
に
合

う
よ
う
に
、
福
岡
経
済
界
の

出
資
の
財
団
が
地
場
企
業

設
立
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
関
一

協
会
が
旭
日
、
韓
国
の
中
．

企
業
支
援
機
関
と
業
務
一

携
。
同
財
団
が
県
内
企
業

た
め
に
開
い
て
き
た
商
談

も
刷
新
し
、
ア
ジ
ア
の
企

０
1997年２００００２０４０６０８

ｃ
一
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県の補助金､蔵元の利用後押し
一一一一一一‐一一一一一一一－一一一＝＝一一－一一－一‐一一一一一一ー＝ー一一ー＝ーーーーーー一一一一ｰ一一一一一一一ーーー

球
磨
焼
酎
は
熊
本
県
南
部

の
球
磨
地
方
の
蔵
元
が
同
地

方
の
水
で
仕
込
ん
だ
コ
メ
焼

酎
の
み
に
付
け
ら
れ
る
産
地

ブ
ラ
ン
ド
。
た
だ
価
格
が

．
折
り
合
わ
な
い
な
ど
の
理
由

で
地
元
産
米
の
利
用
は
全
体

の
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
て
き

た
ｐ
一
方
、
肥
年
に
残
留
農
薬

鋪
を
展
開
す
る
ボ
ム
フ
ー
ド

を
買
収
し
て
い
た
こ
と
が
５

日
、
分
か
っ
た
。
本
業
の
建

築
資
材
販
売
は
景
気
低
迷
で

伸
び
悩
み
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
多
角
化
部
門
の
外
食
事

業
を
強
化
す
る
。

大
建
は
買
収
額
に
つ
い
て

品
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る

と
と
も
に
消
費
者
の
食
の
安

全
・
安
心
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

製
品
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
方
針

だ
。
早
い
蔵
元
で
は
今
春
に

は
出
荷
が
始
ま
る
見
込
み

で
、
一
部
の
蔵
元
で
は
新
銘

柄
の
立
ち
上
げ
も
考
え
て
い

る
と
い
う
。

球
磨
焼
酎
の
販
売
数
量
は

偲
年
の
２
万
５
７
０
０
欲
澱

を
ピ
ー
ク
に
減
少
。
事
故
米

問
題
が
発
覚
し
た
昭
年
は
１

万
７
７
０
０
試
膨
だ
っ
た
。

改
め
て
否
定
し
た
。
福
岡
経

済
界
は
共
同
出
資
に
よ
る
新

会
社
設
立
を
画
策
し
た
も
の

の
、
メ
ー
ン
と
な
る
企
業
が

不
在
だ
っ
た
こ
と
で
断
念
し

た
。
長
崎
県
が
港
湾
施
設
の
県

有
化
を
検
討
す
る
な
ど
Ｈ
Ｉ

Ｓ
を
側
面
支
援
す
る
動
き
は

官
民
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
○

支
援
策
を
提
示
し
な
い
と
い

け
な
い
」
と
話
し
た
。
九
蝿

は
Ｈ
Ｔ
Ｂ
へ
の
年
間
販
売
電

力
料
金
と
同
じ
３
億
円
程
度

蕊謹篇ﾂ蕊雲蕊

よ
る
加
工
用
米
へ
の
補
助
に

上
乗
せ
す
る
方
式
で
、
・
蔵
元

は
今
ま
で
よ
り
安
く
地
元
産

米
を
購
入
で
き
る
。
球
磨
産

米
を
使
っ
た
仕
込
み
を
手
掛

け
る
蔵
元
は
昭
年
産
米
の
時

の
皿
蔵
元
か
ら
弾
明
年
産
米

で
は
全
羽
蔵
元
の
半
数
に
あ

た
る
皿
蔵
元
に
増
え
た
。

県
や
蔵
元
は
今
後
、
球
磨

地
方
産
米
を
使
っ
て
い
る
こ

と
を
示
す
共
通
の
タ
グ
や
シ

ー
ル
を
容
器
に
添
付
す
る
こ

と
な
ど
を
検
討
す
る
。
特
産

霞
〆熊本
１。熊＃

笈

は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い

が
、
明
年
ｎ
月
１
日
付
で
ボ

ム
フ
ー
ド
の
全
株
を
取
得
。

出
原
社
長
が
ボ
ム
フ
ー
ド
の

社
長
に
就
任
し
た
。
本
社
も

そ
れ
ま
で
の
大
阪
市
か
ら
加

治
木
町
に
移
転
し
た
。

大
建
は
明
年
か
ら
「
ボ
ム

の
樹
」
の
Ｆ
Ｃ
展
開
を
始
め
、

こ
れ
ま
で
衷
皐
都
や
大
阪
府

な
ど
で
４
店
舗
を
運
営
し
て

き
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
洋
菓

蕊

大
建
、
全
株
を
取
得

の
激
し
い
福
岡
線
で
採
算
を
獲
得
を
見
込
ん
で
加
機
目

確
保
す
る
に
は
、
８
往
復
程
導
入
を
先
行
手
当
て
し
て

度
が
必
要
と
み
ら
れ
て
い
た
る
。
今
回
獲
得
し
た
枠
に

だ
け
に
「
６
枠
の
活
用
を
検
り
、
九
州
・
沖
縄
地
域
で

震
た
鹿
児
島
中
央
駅
周
辺
の
》

開
発
進
展
な
ど
で
設
備
投
毒

が
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
。
鉱
一

業
生
産
も
主
力
の
飲
食
料
ロ

関
連
が
堅
調
半
導
体
電

も
回
復
し
５
．
３
％
増
と
↑

る
見
通
し
。

個
人
消
費
も
エ
コ
カ
ー
》

助
金
や
来
年
度
か
ら
の
子
哩

も
手
当
の
支
給
な
ど
の
政
亡

に
よ
る
家
計
支
援
策
で
増
垂

を
続
け
る
。
た
だ
公
共
投
塞

は
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
乏

と
み
て
い
る
。

日本維禰f｢尚iｌ

子
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
》

の
Ｆ
Ｃ
店
も
展
開
し
て
《

り
、
こ
れ
ら
外
食
店
と
食
》

の
共
通
化
を
図
る
な
ど
し
｝

経
営
効
率
の
向
上
を
目
）

す
。
、大
建
は
１
９
８
５
年
創
挙

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
な
か

を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
。

明
年
７
月
期
の
売
上
高
は
却

億
４
０
０
０
万
円
、
社
勇

は
詔
人
。

羽
田
ｌ
北
九
州
線
な
ど
を
一
増
枠
を
に
ら
み
、
エ
ア
バ
ス

オ
ム
ラ
イ
ス
店
の
ポ
ム
フ
ー
ド

る
。
松
尾
会
長
は
「
も
う
Ｈ

Ｉ
Ｓ
し
か
（
支
援
企
業
候
補

に
）
残
っ
て
い
な
い
。
支
援

を
決
断
し
や
す
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
話
し
た
Ｑ

松
尾
会
長
は
Ｈ
Ｉ
Ｓ
が
支

援
を
辞
退
し
た
場
合
に
つ
い

て
「
福
岡
経
済
界
が
運
営
主

体
に
な
る
こ
と
は
な
い
］
と

し
て
経
済
界
主
導
の
再
建
は

建
築
資
材
の
製
造
・
販
売

や
外
食
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ

ェ
ー
ン
（
Ｆ
Ｃ
）
を
手
掛
け

る
大
建
（
鹿
児
島
県
加
治
木

町
、
出
原
孝
雄
社
長
）
が
２

０
０
９
年
ｎ
月
１
日
付
で
オ

ム
ラ
イ
ス
専
門
店
「
ボ
ム
の

樹
」
な
ど
外
食
店
１
３
４
店


